
株主の皆様には、平素より格別のご高配をいた
だき、厚く御礼申し上げます。
また、新型コロナウイルス感染症に罹患されて
いる方々や、困難な状況におられる皆様に心より
お見舞いを申し上げます。

当社グループは、生活上必要不可欠な容器－カ
タチ（容）あるウツワ（器）－をつうじて、お客様の
商品である内容物の価値を安全に包み、さらにそ
の価値と個性化を高め「世界の器文化に貢献」
することを使命としています。
その使命を果たすために、当社グループは世界
の持続可能な発展に貢献する容器開発を継続
して進め、お客様の求める商品価値の創造とより
高い満足を目指し、Standoutなパッケージング
ソリューションを提供してまいります。
2015年に目標設定されたSDGsやパリ協定の
採択を契機に、世界で環境問題への関心が高まっ
ています。当社では30年前に自然に還りやすい
「生分解性プラスチック」の容器を開発して以来、
植物由来のバイオマスプラスチックやリサイクル
された原材料を使用した製品、プラスチック材料の
使用量を削減した製品、詰め替え、付け替え機能
の付加により繰り返し使用できる製品など、環境
配慮型の製品を幅広いラインナップで提供してい
ます。さらに今後開発する新製品に関しては原則
としてカーボンニュートラル、サーキュラーエコノ
ミーに配慮することを掲げております。今後も当社
は循環経済・低炭素社会を実現化するための取り

組みを行っていく方針です。

さて、2021年上半期の当社業績は連結売上高
78億82百万円、連結営業利益9億53百万円とな
りました。新型コロナウイルス感染症の影響は
残っているものの、世界各地で経済活動が回復
基調となる中、スタンダードボトルを軸とした開発
提案型の営業活動を展開し、環境への取り組み
も含めて評価いただいたことで新規案件の獲得
につながり、お客様からの追加注文も増えたことで
売上高は増収となりました。しかし、今年初めから
の原油価格の上昇による樹脂原材料価格の上昇、
中国政府の施策により昨年は免除されていた社会
保険料負担が今年は通常に発生しているなどの
要因があり、連結営業利益は前年比96%となり
ました。

最後になりますが、当社は配当方針として配当
性向20%以上を目標として利益還元を実施する
ことを定めていましたが、利益還元については配
当金に集約して実施していく方針とし、今期より
配当性向の目標を30％以上とすることを定めま
した。この結果、今回の中間配当金は1株当たり
14.5円（5円の増配）とし、株主優待制度につい
ては廃止とさせていただきました。
株主の皆様にはこの点をご理解いただくととも
に、今後ともより一層のご支援を賜りますようお願
い申し上げます。



　2021年12月期中間配当金ならびに期末配当金に関する配当予想の修正および株主優待制度の廃止について、
お知らせいたします。

配当予想の修正、株主優待制度の廃止

≪廃止の理由≫
当社は、株主の皆様の日頃からのご支援に感謝するとともに、
当社のオリジナルボトルを実際にご利用いただくことで、当社
事業内容へのご理解を深めていただくことを目的として
2016年8月に株主優待制度を導入、以後本年4月までの5年間
にわたり当社が企画した株主優待品をお贈りし、ご好評をいただ
いておりましたが、利益還元のあり方の観点から慎重に検討を
重ねました結果、配当による利益還元に集約することとし、株主
優待制度を廃止することといたしました。
今後も株主の皆様への利益還元を重要な経営課題と位置づ
け、企業価値の向上に取り組んでまいりますので、何卒ご理解
賜りますようお願い申し上げます。
≪株主優待制度の廃止時期≫
2020年12月末日の当社株主名簿記載の株主の皆様を対象とし
て2021年4月に贈呈した株主優待をもって制度廃止となります。
※2021年12月末日時点の株主の皆様を対象とした、2022年
4月の贈呈はございません。

≪修正の内容≫
2021年1月29日に公表いたしました配当予想に対しまし
て、2021年6月30日時点の株主の皆様に対して支払う中間
配当金を14.5円とするとともに、2021年12月31日時点の
株主の皆様に対する期末配当金予想を５円増額の１株当たり
14.5円に変更し、年間の配当予想金額を１株当たり29円に修正
いたしました。
≪修正の理由≫
当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部
留保を確保しつつ、安定した配当を継続して実施していくこと
を基本方針としており、配当性向については20%以上とする
ことを定めておりました。
また、2014年の株式上場以降、当期純利益を継続して計上
しており、現在の中期経営計画期間で想定されている設備投資に
必要な内部留保は確保されていることから、内部留保の充実は
継続しつつ、配当による株主の皆様への安定的な利益還元の実
施を推進するべく、2021年12月期より配当性向を30％以上
として利益還元を実施していくことを新たな配当方針といたし
ました。

　当社では、容器が環境に及ぼす影響を考慮し、循環経済・
低炭素社会を実現していくために、「2025年までに約束
する3つのマイルストーン（環境マイルストーン）」（※）を
目標に掲げその達成に向け取り組んでおります。
　環境配慮型の製品として植物由来のプラスチックやリサ
イクル樹脂を原材料とした製品、「軽量化容器」「付け替え
容器」「詰め替え容器」など、石油由来の樹脂原材料削減、

カーボンニュートラル、サーキュラーエコノミーにつなが
る環境対応容器のラインナップ拡充を進めております。
　お客様からの環境対応容器に関するお問い合わせ、商談
機会も増えてきています。
　今回は、環境対応容器の原材料として使用しているバイ
オマスプラスチックについてご説明いたします。

合羽橋ショールーム リニューアルオープン
　本社（東京都台東区）近くの厨房向け用品の取扱いが多い
「かっぱ橋道具街」の中にある合羽橋ショールームが、2021年
4月20日(火)にリニューアルオープンいたしました。
　リニューアルした合羽橋ショールームでは、「バイオマ
ス容器」「軽量化容器」「付け替え容器」「詰め替え容器」など
の環境対応容器を含めて約1,100種類の容器を展示してお

り、ご来店されるお客様のご要望に応じた製品のご紹介や
ご提案を行っています。
　当社のショールームは合羽橋のほか、大阪、福岡、名古屋
の各営業所に併設されており、スタンダードボトルの購入
を希望されるお客様へ1ケース（容器の大きさにより数十
個～数百個入り）単位で販売も行っています。

●バイオマスプラスチック（バイオPE・バイオPET）とは？

※「2025年までに約束する3つのマイルストーン（環境マイルストーン）」につきましては、こちらをご参照ください。
　https://www.takemotopkg.com/ja/sustainability/

サトウキビを原料とした植物由来のプラスチックです。サトウキビから
砂糖を抽出した後の残糖蜜を原料としており、限りある化石資源の使用量
低減につながります。
サトウキビの育成段階でCO2 を吸収するので、石油由来のプラスチック
に比べ、CO2排出量低減効果もあります。

サトウキビ

糖液
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砂糖を取った後の液

残糖蜜

エタノール
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経常利益（単位:百万円） 親会社株主に帰属する当期純利益（単位:百万円）

12,799 14,201
16,022 15,196 14,863

第66期
2016年
12月期

第67期
2017年
12月期

第68期
2018年
12月期

第69期
2019年
12月期

第66期
2016年
12月期

第67期
2017年
12月期

第68期
2018年
12月期

第69期
2019年
12月期

第70期
2020年
12月期

第70期
2020年
12月期

第66期
2016年
12月期

第67期
2017年
12月期

第68期
2018年
12月期

第69期
2019年
12月期

第70期
2020年
12月期

第66期
2016年
12月期

第67期
2017年
12月期

第68期
2018年
12月期

第69期
2019年
12月期

第70期
2020年
12月期

■ ■ 総資産額純資産額

12,646

6,001

14,550
16,730

7,872 8,555

16,865

9,221

17,712

9,469

1,789

1,279
1,440

1,762
1,575

836
986

1,211

490

7,882

第71期
第2四半期
2021年12月期

第71期
第2四半期
2021年12月期

第71期
第2四半期
2021年12月期

第71期
第2四半期
2021年12月期

18,404

10,386

1,004
663

1,043

連結決算ハイライト



TAKEMOTO YOHKI INDIA PVT. LTD.
SANAND FACTORY

Takemoto Netherland B.V.

TAKEMOTO PACKAGING ( THAILAND ) CO., LTD.

TAKEMOTO
PACKAGING INC.

上海竹本容器包装有限公司広州分公司

上海竹本容器包装有限公司

竹本容器（昆山）有限公司

北海道営業所
ジェイ・プラ事業所

ジェイ・トム事業所

プラスコ事業所

結城事業所

吉川事業所
岡山事業所

名古屋営業所

大阪営業所

福岡営業所

本社
TOGETHER LAB
合羽橋ショールーム

Global Network


